
３月議会の内容をわかりやすくお知らせします

田中  夢人（たなか  むうと）さん　榛原
大学４年生　駅伝部　あと１年駆け抜けます！
小学生の頃、子ども駅伝大会で宇陀市の代表とし
て激走された田中さん。
昨年の奈良マラソンでは２位の好成績をおさめら
れました！



1
令
和
５
年
度
予
算
が
成
立
し
ま
し
た

一
般
会
計
予
算
は
１
９
９
億
８
千
万
円

〈
議
案
第
14
号
〉令
和
５
年
度
宇
陀
市
一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
前
年
度
の
当
初
予
算
額
と
の
比
較
で
４
．１
％
増
（
７
億
８
千
万
円
増
）の
１
９
９
億
８
千
万
円
と
、
前

年
度
に
比
べ
て
積
極
型
の
当
初
予
算
と
な
り
ま
し
た
。な
お
、
特
別
会
計
と
合
わ
せ
た
宇
陀
市
の
予
算
総
額
は
３
８
０
億
７
６
０
万

円
と
な
り
、前
年
度
比
で
11
億
７
４
１
万
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
主
要
施
策
と
し
て

①�

子
育
て
や
学
び
の
応
援
施
策
の

充
実（
人
口
減
対
策
）、

②�

全
国
初
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ《
有
機
農
業
産
地
》の
推

進（
食
と
農
の
活
性
化
）

③�
公
民
連
携
に
よ
る
経
済
活
動
や

サ
ー
ビ
ス
の
創
出

④�

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
よ
る
グ
リ
ー

ン
社
会
実
現
の
推
進　

⑤�

ふ
る
さ
と
納
税
や
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
な
ど
新
た
な
資
金
調

達
の
強
化（
財
源
確
保
）を
掲
げ

て
い
ま
す
。
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●　
３
月
定
例
会　
●

宇
陀
市
の
こ
ん
な
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た

３
月
定
例
会　

３
月
６
日
～
３
月
27
日

今
回
の
議
案
は

全
て
の
議
案
名
と
結
果
は
宇
陀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

今号ではこの中から９つを

市長提出議案…… ３３件
　条例の部………… ７件
　予算の部……… １８件
　その他の部……… １件
　人事の部………… ４件
　専決処分の部…… ３件

議員提出議案……… ４件
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健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
養
成
事
業（
伝
え
て
健
幸
に
）

ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
（
健
幸
都
市
）実
現
に
向
け
、
人
や
ま
ち

の
「
健
幸
」を
達
成
す
る
た
め
に
、
必
要
か
つ
正
確
な
情
報
を

市
民
に
伝
え
る
「
健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
（
通
称　

歩
ジ
テ
ィ
ブ

さ
ん
）」を
養
成
し
ま
す
。�
（
事
業
費　

63
万
５
千
円
）

子
ど
も
の
第
３
の
居
場
所
づ
く
り
事
業（
安
心
子
ど
も
基
金
）

家
庭
や
学
校
に
居
場
所
の
な
い
子
ど
も
に
対
し
て
、
子
ど
も

や
家
庭
が
抱
え
る
多
様
な
課
題
に
応
じ
て
、
生
活
習
慣
の
形

成
や
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
、
進
路
等
の
相
談
支
援
、
食
事
の
提
供

を
行
う
と
と
も
に
、
子
ど
も
・
家
庭
の
状
況
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト

し
、
関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
と
家
事
・
育
児
等
に
不
安
や
負
担

を
抱
え
る
子
育
て
家
庭
、
妊
産
婦
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
が
い

る
家
庭
を
訪
問
し
、
家
事
・
育
児
等
の
支
援
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
家
庭
や
養
育
環
境
を
整
え
、
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す
。�

（
事
業
費　

３
千
１
１
７
万
１
千
円
）

榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー
利
用
促
進
事
業

榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー
３
階
に
、
学
生
等
が
自
主
学
習
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
環
境
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
現
在
の
大

ホ
ー
ル
を
利
用
実
態
に
応
じ
た
適
正
な
規
模
に
改
修
し
、
小
規

模
の
演
芸
会
や
音
楽
演
奏
会
、
展
示
会
な
ど
の
文
化
ホ
ー
ル
と

し
て
の
機
能
を
備
え
た
整
備
を
行
う
こ
と
で
、
施
設
の
利
用
促

進
を
図
り
ま
す
。�

（
事
業
費　

２
億
６
千
85
万
円
）

ゆ
と
り
登
園
サ
ポ
ー
ト
事
業（
お
む
つ
支
援
）

仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
）を
可
能
と

す
る
働
き
方
を
応
援
す
る
た
め
、
市
内
の
公
立
保
育
園
等
の

園
児
が
使
用
す
る
紙
お
む
つ
の
費
用
を
一
部
助
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

（
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
）の
支
援
を
図
る
と
と
も
に
、
使

用
済
み
紙
お
む
つ
を
一
括
で
処
分
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護

者
の
持
ち
帰
り
や
保
育
士
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

�

（
事
業
費　

３
９
３
万
２
千
円
）

公
民
連
携
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
経
済
活
動
や
サ
ー
ビ
ス
を
創

り
出
す
た
め
、
事
業
者
・
団
体
・
教
育
機
関
・
行
政
機
関
等
に

よ
る
事
業
の
創
出
を
促
す
場
（
公
民
連
携
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
）を
設
置
し
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
物
や
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
人
と
、
提
供
者
を
つ
な
ぐ
場
）の
会
員
を
募

り
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
互
い
に
力
を
合
わ
せ
て
目
的
に
達
し

よ
う
と
す
る
組
織
や
団
体
・
共
同
事
業
体
）の
創
設
を
目
指
し

ま
す
。�

（
事
業
費　

９
６
７
万
円
）

Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）推
進
事
業

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
て
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
便
利

に
快
適
に
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
時
代
に
対
応
で
き
る
行
政
運

営
を
確
立
し
ま
す
。�

（
事
業
費　

２
千
２
９
３
万
１
千
円
）

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

電
気
自
動
車
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
核
と
し
た
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
と
吸
収
量
を
均

衡
さ
せ
る
）な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
電
気
自
動
車

の
公
用
車
２
台
を
導
入
し
ま
す
。

ま
た
、
非
常
電
源
設
備
の
な
い
大
宇
陀
地
域
事
務
所
・
室
生
地

域
事
務
所
に
定
置
型
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
（
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
や
家
庭
用
燃
料
電
池
を
利
用
す
る
上
で
、
発
電
さ

れ
た
電
気
を
家
庭
な
ど
の
環
境
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
変
換

す
る
機
器
）を
設
置
し
、
非
常
時
に
電
気
自
動
車
か
ら
電
力
を

供
給
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
可
搬
型
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
を
活
用
し
て
、

災
害
時
に
電
気
自
動
車
か
ら
避
難
所
等
で
電
力
の
供
給
を
行

い
ま
す
。�

（
事
業
費　

１
千
７
４
０
万
５
千
円
）

新
し
い
事
業
が
始
ま
り
ま
す（
全
49
事
業
）

主
な
新
事
業
は
次
の
通
り
で
す

高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業

自
動
車
の
運
転
に
不
安
の
あ
る
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
、

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を
促
進
し
、
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る

交
通
事
故
の
防
止
を
図
り
、
自
主
返
納
者
に
対
す
る
支
援
を
行

い
ま
す
。

な
お
、
申
請
者
に
は
、
１
万
円
分
の
ウ
ッ
ピ
ー
券
に
よ
る
支
援

を
し
ま
す
。�

（
事
業
費　

１
５
０
万
円
）

う
だ
ソ
ム
リ
エ
検
定
事
業（
ふ
る
さ
と
宇
陀
検
定
）

日
本
全
国
に
向
け
、「
宇
陀
市
の
い
い
と
こ
」を
発
信
し
、
宇
陀

フ
ァ
ン
を
増
や
す
目
的
で
、「
ふ
る
さ
と
宇
陀
検
定（
１
級
・
２

級
）」を
実
施
し
ま
す
。

「
宇
陀
検
定
」で
得
た
知
識
に
よ
り
、興
味
を
持
っ
て
宇
陀
市
の

観
光
地
や
施
設
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
観
光
人
口
の
増
加
、
経

済
効
果
、
移
住
促
進
を
目
標
に
、
宇
陀
市
を
訪
れ
た
く
な
る
魅

力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。�

（
事
業
費　

30
万
円
）

通
学
路
安
全
対
策
事
業

「
宇
陀
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
基
づ
き
、児
童
生

徒
が
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
に
、
対
策
必
要
箇
所
の
工
事
を

行
う
こ
と
で
、学
校
指
定
通
学
路
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。�

（
事
業
費　

２
０
０
万
円
）

児
童
相
談
支
援
事
業

従
来
実
施
し
て
い
た
相
談
支
援
事
業
（
委
託
先　

心
境
荘
苑
）

に
、
新
た
に
児
童
専
門
の
相
談
支
援
員
を
配
置
す
る
こ
と
で
、

児
童
の
発
達
等
に
不
安
を
抱
え
る
保
護
者
に
対
し
、
相
談
対

応
、
必
要
な
助
言
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
等
に
関
す
る
支
援

を
行
い
ま
す
。�

（
事
業
費　

４
９
１
万
１
千
円
）
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全
世
代
が
住
み
続
け
ら
れ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
の
実
現
に
向

け
、
榛
原
天
満
台
地
域
に
お
い
て
自
動
運
転
の
実
証
運
行
を
行

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
宅
か
ら
バ
ス
停
や
目
的
地
ま
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
移

動
の
実
現
を
図
る
こ
と
で
、
通
院
・
買
い
物
な
ど
に
出
か
け
る

頻
度
の
増
加
や
既
存
の
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
省
が
策
定
し
た
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

に
基
づ
き
、
宇
陀
市
に
お
い
て
有
機
農
業
の
産
地
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
で
、
生
産
か
ら
消
費
ま
で
一
貫
し
た
体
系
を
創
出

し
ま
す
。農
家
、
卸
・
加
工
・
小
売
業
者
と
消
費
者
が
連
携
す

る
こ
と
で
、
有
機
農
産
物
の
消
費
拡
大
、
産
地
の
形
成
、
農
業

所
得
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
国
家
で
あ
り
、
起
業
活
動
が
盛
ん
な
エ
ス
ト
ニ

ア
と
の
交
流
す
る
機
会
（
現
地
訪
問
研
修
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
研
修
）を
設
け
、子
ど
も
達
の
国
際
的
な
視
野
を
広
め
ま
す
。

ま
た
、
起
業
家
精
神
教
育
を
進
め
る
こ
と
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
、
創
造
性
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

等
を
有
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

��

ど
の
よ
う
な
形
で
自
動
運
転
を
行
い
ま
す
か
。

��

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
推
進
事
業
の
地
域
指
定
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

��
宇
陀
市
全
域
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

��

有
機
農
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
業
務
の
内
容
と
、
有
機
農
業

を
始
め
る
農
家
へ
の
支
援
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

��

有
機
野
菜
販
売
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
し
ま
す
。有
機

野
菜
の
出
荷
調
整
を
行
い
、
鮮
度
を
維
持
す
る
た
め
に
冷

蔵
庫
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、肥
料
の
価
格
が
高
騰
し
て
お
り
、牛
ふ
ん
堆
肥
の
配

布
を
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
様
々
な
要
望
を
伺
い
な
が
ら
支
援
可
能
な
メ

ニ
ュ
ー
を
検
討
す
る
予
定
で
す
。

��

外
国
と
の
交
流
に
お
い
て
、
子
ど
も
達
の
語
学
教
育
が
重

要
だ
と
考
え
ま
す
が
、教
育
委
員
会
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

��

エ
ス
ト
ニ
ア
と
の
交
流
で
は
、
言
葉
の
壁
が
課
題
と
な
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
外
国
と
の
交
流
に

お
い
て
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

学
校
の
外
国
語
教
育
で

は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
や
オ
ン
ラ
イ

ン
の
英
会
話
教
育
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
英

会
話
教
育
の
推
進
を
今

以
上
に
図
る
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

2
榛
原
天
満
台
地
域
で
自
動
運
転

の
実
証
運
行
が
行
わ
れ
ま
す

3
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
推

進
事
業
が
始
ま
り
ま
す

4
エ
ス
ト
ニ
ア
と
の
交
流
に
よ

る
人
材
育
成
を
行
い
ま
す

〈
議
案
第
14
号
〉令
和
５
年
度
宇
陀
市
一
般
会
計
予
算

〈
議
案
第
14
号
〉令
和
５
年
度
宇
陀
市
一
般
会
計
予
算

〈
議
案
第
14
号
〉令
和
５
年
度
宇
陀
市
一
般
会
計
予
算

��

自
動
運
転
は
、
グ
リ
ー

ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

（
時
速
20
㎞
未
満
で
公

道
を
走
る
こ
と
が
で
き

る
電
動
車
を
活
用
し
た

小
さ
な
移
動
サ
ー
ビ

ス
）
で
、
自
動
運
転
化

レ
ベ
ル
２（
部
分
運
転

自
動
化
）
を
採
用
す
る

予
定
で
す
。

ま
た
、
天
満
台
西
地
域

か
ら
宇
陀
市
立
病
院
と

Ａ
コ
ー
プ
方
面
へ
行
く

２
つ
の
路
線
の
実
証
運

行
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
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〈
議
案
第
６
号
〉宇
陀
市
道
路
占
用
料
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

〈
承
認
第
２
号
〉専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
４
年
度
宇
陀
市
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
７
号
）に
つ
い
て
）

〈
議
案
第
14
号
〉令
和
５
年
度
宇
陀
市
一
般
会
計
予
算

〈
議
案
第
２
号
〉宇
陀
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〈
議
案
第
３
号
〉宇
陀
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

〈
議
案
第
25
号
〉奈
良
県
広
域
水
道
企
業
団
設
立
準
備
協
議
会
の
設
置

に
関
す
る
協
議
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

〈
議
案
第
５
号
〉宇
陀
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

宇
陀
市
が
管
理
す
る
市
道
に
お
け
る
道
路
占
用
料
に
つ
い
て

は
、
道
路
法
施
工
令
別
表
に
定
め
る
占
用
料
の
額
に
準
拠
し
て

定
め
て
い
る
た
め
、
宇
陀
市
道
路
占
用
料
に
関
す
る
条
例
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
宇
陀
市
公
園
条
例
及
び
宇
陀
市
準
用
河
川
管
理
条
例

を
、附
則
に
お
い
て
改
正
し
ま
し
た
。

全
て
の
妊
婦
・
子
育
て
家
庭
が
よ
り
安
心
し
て
、
出
産
・
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
に
交
付
金
を
支
給
し
ま
す
。こ
の
事
業
は
令

和
４
年
度
途
中
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
令
和
５
年
度
も
継

続
し
て
行
い
ま
す
。

支
給
対
象
者　

�

令
和
４
年
４
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月
31
日

に
出
産
さ
れ
た
方
及
び
妊
娠
中
の
方

支　

給　

額　

妊
娠
届
後（
出
産
応
援
ギ
フ
ト
）　�

５
万
円

　
　
　
　
　
　

出
産
届
後（
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
）�

５
万
円

給
付
方
法　

�

対
象
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
、
返
信
確
認

後
に
口
座
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

従
来
の
条
例
に
、「
安
全
計
画
の
策
定
等
」「
自
動
車
を
運
行
す

る
場
合
の
所
在
の
確
認
」「
業
務
継
続
の
策
定
等
」が
加
わ
り
ま

す
。

こ
れ
に
よ
り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
下
車
見
落
と
し
を
防
止
す
る

装
置
を
設
置
し
ま
す
。

奈
良
県
域
水
道
一
体
化
の
目
的

将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
・
安
心
な
水
道
水
を
持
続
的
に
供
給

す
る
事
。そ
の
た
め
に
も
、
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
を
着
実

に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
体
化
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

○�

市
町
村
が
個
別
に
単
独
で
経
営
す
る
よ
り
も
将
来
の
料
金

上
昇
が
抑
制
さ
れ
ま
す
。

○�

市
町
村
の
区
域
を
越
え
た
施
設
・
設
備
の
適
正
化
が
で
き

ま
す
。

○�

市
町
村
の
区
域
を
越
え
た
人
的
資
源
（
人
員
ノ
ウ
ハ
ウ
）の

有
効
活
用
が
で
き
ま
す
。

○�

施
設
整
備
へ
の
投
資
に
国
の
交
付
金
が
活
用
で
き
、
加
え
て

県
の
財
政
支
援
も
受
け
ら
れ
、更
新
が
さ
ら
に
進
み
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
出
産
に
係
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
現
行
の

40
万
８
千
円
か
ら
48
万
８
千
円
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
産
科
医
療
保
障
制
度
に
加
入
す
る
分
娩
機
関
で

出
産
し
た
場
合
は
、
１
万
２
千
円
（
掛
金
相
当
額
）が
加
算
さ

れ
、50
万
円
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

現
行　

総
額
42
万
円　

→　

改
正
後　

総
額
50
万
円

��

榛
原
西
小
学
校
に
、
新
た
な
学
童
保
育
室
が
設
置
さ
れ
る

の
は
何
故
で
す
か
。

��

現
在
西
小
学
校
の
児
童
は
、
榛
原
小
学
校
の
学
童
保
育
室

を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
榛
原
小
学
校
の
学
童
希
望
者
が

多
く
、
飽
和
状
態
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
新
た
に
西
小
学

校
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。14
人
の
利
用
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。　

��

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
下
車
見
落
と

し
防
止
装
置
を
設
置
す
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
い
つ
ま
で
に
設

置
す
る
予
定
で
す
か
。

��

４
月
以
降
、
で
き
る
だ
け
早
く

対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

5
市
道
の
道
路
占
用
料
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

7
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
が

交
付
さ
れ
ま
す

9
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
学
童
保
育
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
が
変
わ
り
ま
す

6
奈
良
県
広
域
水
道
企
業
団
設
立

協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た

8
出
産
育
児
一
時
金
が
50
万
円

に
増
額
さ
れ
ま
す
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福
祉
文
教
常
任
委
員
会
で
行
政

視
察
に
行
き
ま
し
た

Topics
令
和
５
年
１
月
17
日
か
ら
18
日
の
２
日
間
、福
祉
文
教
常
任

委
員
会
（
松
浦
利
久
子
委
員
長
）
委
員
と
健
康
福
祉
部
長
、

教
育
委
員
会
事
務
局
長
に
出
席
を
求
め
、教
育
長
に
同
行
い

た
だ
き
、広
島
県
・
岡
山
県
方
面
へ
行
政
視
察
に
伺
い
ま
し

た
。

●
福
山
市
常
石
と
も
に
学
園　

イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育

　

�

全
国
の
公
立
校
で
初
と
な
る
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
を
取

り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
目
指
す
子
ど
も
の
姿
を
「
自
立
・

共
生
・
自
己
実
現
」の
３
つ
を
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
の
学
校
教
育
と
は
違
い
、異
年
齢
で
の
ク
ラ
ス
分

け
で
、
上
級
生
が
下
級
生
に
勉
強
を
教
え
て
い
た
り
、
先

生
と
勉
強
し
て
い
る
生
徒
、ま
た
自
主
学
習
を
し
て
い
る

生
徒
な
ど
、
１
つ
の
ク
ラ
ス
で
様
々
な
光
景
が
見
ら
れ
生

徒
が
自
主
的
に
活
動
し
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

�

宇
陀
市
に
お
い
て
学
校
適
正
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、常
石
と
も
に
学
園
の
理
念
を
参
考
に
ど
の
様
な

形
で
宇
陀
市
の
教
育
へ
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
を
検
討
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

※
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
と
は

　

�

ド
イ
ツ
で
始
ま
り
、オ
ラ
ン
ダ
で
広
が
っ
た
一
人
ひ
と
り

を
尊
重
し
な
が
ら
自
立
と
共
生
を
学
ぶ
オ
ー
プ
ン
モ
デ

ル
の
教
育
で
す
。こ
れ
ま
で
の
学
校
教
育
と
は
違
い
、
学

習
・
遊
び
・
行
事
・
サ
ー
ク
ル
対
話
と
い
う
４
つ
の
活
動

が
基
本
と
な
っ
て
い
て
、
保
護
者
と
教
員
、
子
ど
も
た
ち

と
学
校
共
同
体
を
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
総
社
市
役
所　

ひ
き
こ
も
り
支
援

　

�「
ひ
き
こ
も
り
」の
方
の
実
態
把
握
、専
門
的
支
援
の
必
要

性
を
重
要
視
さ
れ
、市
の
独
自
事
業
と
し
て
社
会
福
祉
協

議
会
へ
委
託
し
て
い
る
「
ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
開
設
、ま
た
ひ
き
こ
も
り
の
方
の
居
場
所
づ
く
り
と
し

て
「
ほ
っ
と
タ
ッ
チ
」と
い
う
施
設
も
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

�

ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
理
解
や
家
族
の
方
を
支
援
す
る

た
め
、ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
も
行
わ
れ
て
お

り
、市
全
体
で
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

�

宇
陀
市
に
お
い
て
も
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
調
査
・
地
域

の
方
と
の
連
携
・
専
門
職
員
の
配
置
や
育
成
が
今
後
の

課
題
で
あ
り
、検
討
す
る
余
地
が
あ
り
ま
す
。

●
岡
山
市
役
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　

�

平
成
29
年
３
月
に
文
部
科
学
省
が
進
め
る
法
律
に
基
づ

く
学
校
運
営
協
議
会
制
度
を
導
入
し
た
学
校
、い
わ
ゆ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
教
育
委
員
会
が
設
置
す

る
よ
う
努
め
る
、設
置
努
力
義
務
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

�

岡
山
市
は
平
成
14
年
度
か
ら
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ

く
り
を
目
指
し
「
岡
山
市
地
域
協
働
学
校
」と
い
う
名
称

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
の
た
め
、
実
践
研

究
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和
２
年
度
に
は
１
９
５
校

１
０
０
％
設
置
さ
れ
ま
し
た
。地
域
と
学
校
が
連
携
す
る

こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域
全
体
で
見
守
り
、
育

て
る
こ
と
を
軸
に
学
校
運
営
さ
れ
て
お
り
、設
置
ま
で
の

経
緯
や
成
果
、
課
題
を
実
際
に
聞
き
、
宇
陀
市
に
お
い
て

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
設
置
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

●
岡
山
市
役
所　

在
宅
介
護
総
合
特
区

　

�

介
護
職
の
活
性
化
、介
護
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
、通
所
介
護
事
業
所
を
対

象
に
、表
彰
制
度
を
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

�

ま
た
、
高
齢
者
活
躍
推
進
事
業
で
は
、
要
介
護
者
の
心
の

自
立
を
目
的
と
し
て
、要
介
護
者
で
も
働
く
こ
と
の
で
き

る
仕
組
み
を
構
築
さ
れ
、介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
構
築
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

�

宇
陀
市
に
お
い
て
も
、高
齢
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
中

で
、
岡
山
市
の
よ
う
な
介
護
支
援
の
充
実
や
、
高
齢
者
の

働
く
場
の
創
出
と
い
っ
た
ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
推
進
へ
期
待

が
あ
る
た
め
、今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
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学校適正化について

��学校適正化推進委員会の進捗状況に
ついてお聞きします。

�現在までに６回の委員会が開催され、
学校適正化の具体的な姿の３つの案

が示されました。１つ目は小・中学校それぞれ段階
的に統合し、将来的に２小学校、１中学校を置く案、
２つ目は室生地域には小中一貫校を導入し、その他
の地域については段階的に統合し、将来的に２小学
校、１中学校、１小中一貫校を置く案、３つ目は榛原
地域を除く地域には小中一貫校を導入し、榛原地域
は段階的に統合しながら将来的に４小中一貫校を置
く案が出されています。
将来の宇陀市の子どもが学習する環境としてどの案
を軸に学校適正化を進めていくのがふさわしいのか、
保護者や児童生徒、市民等を対象に実施したアンケー
ト結果なども参考に今後議論を進めていく予定です。

��アンケート実施の目的と、どのように活用するのか
をお聞きします。

��現在示されている３つの案から更に協議を進めてい
くための参考とすることを目的として推進委員会が
実施しました。

これまでの推進委員会の議論の中で意見がまとまら
なかった内容等を含めることで、今後の議論をより
深め、適切な結論を導き出していくことに活用され
ます。

地域医療と介護について

��平成３０年に一般社団法人宇陀地域医療・介護連携
ネットワーク運営協議会が設立され、「宇陀けあネッ
ト」の運用が開始されました。どのような情報が登録
されているのか、また協力医療機関などをお聞きし
ます。

��登録されている方の診察情報、薬、血液検査等、介護
サービスの情報共有ができるシステムです。例えば、
市立病院で治療を受けている患者さんが夕方に近く
の診療所にかかられた場合、診療所で患者さんが病院
で治療されている内容を見て、的確な対応をしていた
だくことが可能となります。介護を受けている方は医
療機関と介護サービスのスタッフが双方に意見交換
ができます。がんの末期で在宅医療されてる方につい
ては医療や介護の関係スタッフが「宇陀けあネット」
を用いて毎日のように情報交換されています。
宇陀医師会、宇陀市立病院、済生会中和病院を始め、
天理よろづ相談所病院が協力医療機関となっていま
す。

松浦 利久子
議員

学校ＤＸの推進と
教員の働き方改革について

�����コロナ禍での各園・各学校の朝の様
子はどのようなものであったかお聞
きします。

��登園・登校してきた子ども達の健康カードのチェッ
クや体温の確認などを行わなければならない中、欠
席連絡など職員室の電話は鳴りっぱなしで、負担が
大きい状態でした。

�����学校の欠席連絡をデジタル化できれば、保護者や先
生方の負担の軽減につながると考えますが、市の考
え方についてお聞きします。

��令和５年度は現在利用している教育メールの更新
時期のため、新しいシステムへの更新を予定してい
ます。導入に向けては欠席連絡もできるような、保
護者にとっても利便性が高いものとなるようなシ
ステムの選定を検討しています。

�����学校等から配布されるプリントの内、家庭訪問のお
知らせなどはデジタルにすることで集約を効率的
に行う事ができるのではないかと考えます。児童生
徒の出し忘れなどで再確認することもなくなるか

と思いますが、アナログとデジタルのすみわけにつ
いてお聞きします。

��今後は紙での配布が「必要なもの」「なくてもよいも
の」を精査し、なくてもよいものはデジタルへの転
換を進めてまいります。

�����学校ＤＸの推進と働き方改革について教育長の実
体験を含めた考え方についてお聞きします。

��本来の仕事である教材研究等に集中できる時間を
確保する事、また時間的ゆとりや心のゆとりを持て
ることが働き方改革だと考えています。宇陀市にお
いてもこれまでの教員の働き方を見直し、教員本来
の職務ができるよう働き方改革を進めてまいりま
す。

�����全体を通しての市長の考え方をお聞きいたします。

��教員の長時間労働など働き方の問題は日本の教育
の大きな課題と考えています。宇陀の子ども達が元
気に生き生きと育つためにも教員が元気である事
が必要です。宇陀市総合教育会議で教育長と意見を
出し合いながら、教員の働き方改革に取り組んでい
きたいと考えています。

宮田 美紀
議員
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小中学校のＩＣＴ教育について

�文部科学省が推進する「ＧＩＧＡス
クール構想」により、市内小中学校
の児童生徒すべてに１人１台の学習
用タブレット端末が配備され、それ
らを活用したＩＣＴ（情報通信技術）

教育が行われています。そこで、市内小中学校のＩ
ＣＴ教育の現状と今後の取り組みや計画について
伺います。

��令和２年度に１人１台のタブレット端末と、令和４
年度に統合型校務支援システムを導入し、学校のＩ
ＣＴ環境の整備を図っています。
児童生徒全員に配備したタブレット端末は、理解を
深めるために必要な情報を教師が提供したり、児童
生徒が見たり考えたりしたことをデータ入力する
など、従来の教科書やノートを補完するものとして
活用しています。
また、各家庭へのタブレット端末の持ち帰りを進め
ることで、インストールされている学習ドリルを使
い、復習するなどの学習に取り組んでいます。
今後は、児童生徒の情報活用能力の習得状況を把
握、整理し、小学校から中学校へ円滑に接続できる
ように学校間で具体的目標を共有することで、どの
児童生徒にも着実に情報活用能力を身につけさせ

たいと考えています。

�����ＩＣＴ教育を進める上で、障がいのある児童生徒や
不登校の児童生徒への配慮と対策について伺いま
す。

��タブレット端末の導入により、一人ひとりの実態に
合わせた学習スタイルが可能となり、大型提示装置
（大型ディスプレイ・プロジェクターなど）を使い、
視覚による情報を提示することで児童生徒の興味・
関心を引き付け、理解の促進を図ることで、紙媒体
の教材には全く関心を示さなかったのに、デジタル
教材には別人のように興味を示す児童生徒の姿も
あります。
また、様々な障がいにより、読み書きが困難な児童
生徒については、ＩＣＴ機器を活用し、読むことに
替えて音声読み上げ機能を使ったり、キーボード入
力機能を使ったりすることで、学習効果を上げるこ
とが可能になります。
不登校の児童生徒には、本人の希望に応じて、学校
での授業の様子をオンラインで見ることができる
ようにしており、学校とのつながりの確保や学習保
障を図っています。端末にインストールされている
学習ドリルを活用し、自分のペースで学び直そうと
する姿も見られます。

亀井 雅之
議員

宇陀市の財源確保（稼ぐ力）
について

�����「ふるさと納税」の取組と現状につい
てお聞かせください。

� 宇陀市における寄付額の推移につ
きましては、平成３０年度は６，６００万円、令和
元年度は１億１，０００万円、さらに令和３年度
には３億５，５００万円で、奈良県内１位となり
ました。しかしながら、令和３年度の全国平均は、
４億６，０００万円と平均より下回っています。

�����「ふるさと納税」について、どのような展望をもって
いますか。

��市税の増収が厳しくなる中、市としましても「ふる
さと納税」に一層力を入れていきたいと考えていま
す。更に応援していただける「ふるさと納税」として
いくためには、返礼品の充実やＰＲ強化が重要とな
りますので、４月からは、観光や農業、産業等の「ふ
るさと納税」総合プロデュースを農林商工部へ移管
し、専従職員配置のもと強化を図りたいと考えてい
ます。

�����（茨城県猿島郡境町の地域商社の説明後）副市長、先

日、境町へ視察に行かれたと思いますが、その時の
感想を聞かせてください。

��先日２月１３日に、職員６名と行かせていただきま
した。「凄い」の一言です。その言葉しか出なかった
です。「ふるさと納税」を中心とした好循環が非常に
回っていました。今回、町長さんから「宇陀市の取
組は素晴らしいが、単独では、ほぼ一杯であるから、
何か協力できることがありましたら、一緒にやりま
しょう」と、ありがたいお言葉もいただきました。
今後とも、それを参考に４月から新しいチームもで
きますから頑張っていきたいと考えています。

�����市長が考える「地域商社」とは、どのようなものか
お答えください。

��地域商社につきましては、必要なものだと、はっき
り申させていただきます。令和３年度から設立に向
けて検討してきており、令和５年度は、設立に向け
て組織作りや事業内容を検討し、発足させるためス
ピード感を持って取り組みたいと思っています。宇
陀市に合った新しいビジネスモデルを、議員からの
提案も踏まえまして、地域経済の活性化、宇陀市の
財政状況の改善にも繋がる方策として、我々の創る
地域商社に、ご期待をしていただきたいと考えてい
ます。

田中 剛志
議員
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道路維持における原材料支給制度
の充実と適用の見直しについて

����原材料支給は、１自治会、年間１回と
決めているが制限の緩和はできない
か？

　
��（建設部長）　年１度の材料支給では、対応が難しく
なってきていることは理解している。この施策は、
自治会、市にとって即効性等で、有効な手段と考え
るが、限られた予算であり、原材料支給実施要綱に
基づき対応しています。
（農林商工部長）　地域により、施設の老朽化で年度
内１回の支給では修繕の優先順位が難しいとの声
も伺っています。今後は、適切な維持管理を行って
いただくためにも現状、修繕を必要とする箇所の状
況の把握をしっかりと行い、実施要綱に基づき対応
してまいります。

��原材料支給実施要綱の中に市長が特に必要と認め
る場合の支給量、支給回数を変更することができる
場合とは、どのような時ですか？

��（市長）　地元のご協力により行って頂いているこ
とは大変有難いと思っています。地域の様々な課題
解決に取り組んでおられる状況を把握し、適切な維

持管理に努めて頂くためにも、必要な自治会等に、
原材料が支給できるように考えてまいります。

宇陀、東宇陀両クリーンセンターの老朽化対策
と新焼却施設の建設計画について

��桜井市との焼却施設の事業統合が白紙に戻り計画
の再考が進められていますが、進捗状況と宇陀市の
計画がどのように進められていますか？候補地の
選定や施設規模ならびに完成時期について

��（市民環境部長）　計画の素案は、福祉文教常任委員
会協議会で一部を報告しています。候補地は、市の
公有地を予定し、施設規模は曽爾村、御杖村との共
同処理を視野に入れ日量３０トンの施設を検討中
です。また、完成時期は、令和１０年３月末で宇陀
クリーンセンターの使用期限が迫ることも有り、そ
の時期に間に合うよう努めているところです。
�（市長）　曽爾、御杖両村長と３市村で共同処理を進
めることで話し合っているところです。県の支援も
受けられると考えています。建設経費には過疎債等
の支援が受けられると想定しています。

 その他の質問
介護老人保健施設さんとぴあ新経営戦略における
課題と問題点について

上田  德
議員

新年度予算案について

�市長の１期目の締めくくりの年度で
あり、各種の新規事業を沢山盛り込
み、一般会計で総額約２００億円と
前年度比で７．８億円（４．１％）増
の積極型予算の提案がありました。

歳入の財源としては、公債費（借金）と繰入金（貯金
取崩し）が増えています。市政施行以来一貫して減
らしてきた借金が増加に転じ、貯金も減らせば、財
政ワースト５からやっと脱却好転したばかりなの
に、財政状況が再び悪化する心配はないですか。

��公債費が増えたのは、新学校給食センター建設等に
伴うものですが、合併特例債等の有利な財源を使っ
ています。財政調整基金は予算編成時には繰り入れ
ますが、年度途中には有利な交付金への財源更生を
行い、貯金が減らないように調整をおこなっていき
ます。

伝六孫王巨大五輪塔について

��大宇陀岩清水に室町時代のものと推定される巨大
な五輪塔があります。昨夏の地元まちづくり協議会
等の調査により、総高が約４．８ｍと推定され、全国
では２番目に大きなものであることが確認されま

した。五輪塔が存在する栖光寺跡の発掘調査を行え
ばその謎の解明につながり、歴史的、文化的価値も
高まるのではないでしょうか。

��石造物の所在地一帯が、栖光寺跡であったと示す文
献がないことから発掘調査については、現在のとこ
ろ予定はありません。新たに様々な文献資料を調査
することが、今後の課題です。

��地元では宇陀市の新しい観光スポットとして、貢献
できることを期待されています。

��五輪塔が新たな観光コースに加わることによって、
宇陀市の新しい観光モデルになるのではと考えて
います。

��報道により、全国的にも有名になり、ボチボチ見学
者も増えてきています。全国からの観光客にきちん
と対応できることが必要です。観光マップへの掲
載、国道からの案内表示、アクセス道路や駐車場の
整備が必要ではないでしょうか。

��観光マップへの掲載は可能です。案内表示の設置、
道路、駐車場の整備については、地元や教育委員会
と協議をしていきたいと考えています。

八木 勝光
議員
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官民連携・官民共創について

��宇陀市では官民連携（公民連携）をど
のように進めるのでしょうか。

��公民連携プラットフォームを設置し
て市内外の企業・団体と連携してい
きます。

��公民連携プラットフォームは、どのようなビジョン
を持って進めているのですか。

��公民連携プラットフォームでは以下の４点をテー
マとして進めています。
・�オーガニックビレッジの取組を起点とした農と食
の活性化
・ウエルネスシティの推進（観光）
・新たな学びの機会の創出
・地場産業の活性化地域ブランディング

��公民連携プラットフォームは建設部が担当し、企業
との連携協定は市長公室が担当しています。一元化
していくべきではないでしょうか。

��部署間で連携を図りながら事業を進めてまいりま
す。

��官民連携（公民連携）は多くの自治体が取り組みた
いと考えている一方で、具体的にどのようなことを
すればいいのか模索している自治体が半数以上あ
り、民間活力を使い切れていないという実情があり
ます。宇陀市ではこの問題をどのようにクリアして
いるのでしょうか。

��株式会社官民連携事業研究所と連携協定を結んで、
企業の紹介やサポートを受けております。

��官民連携の新しい取り組みとして、実証実験など自
治体と組みたい民間企業が自治体のアイディアや
提案を求める、逆プロポーザルという手法が注目さ
れています。通常、自治体が民間企業に対して提案
を求めるプロポーザル方式の審査を逆に民間企業
が行うものです。県内でも生駒市が積極的に取り組
んでいます。この逆プロポーザルを宇陀市も取り組
んではいかがでしょうか。

��逆プロポーザルについては検討してまいります。

 その他の意見
官民連携による地域活性化は議会も積極的に進め
ていきたいと考えています。しっかりと議論をして
いきましょう。

勝井 太郎
議員

西岡 宏泰
議員

情報発信と信憑性について

��昨年、ＮＨＫニュースや新聞、ＳＮＳ
等で話題になった長野市の青木島遊
園地が今年度末をもって廃止となり
ました。この事業について宇陀市の
考え方とどのような差異が出てくる
かを質問しました。

公園において近隣住民１世帯から苦情がだされた
ら宇陀市の対応はどのように処理しますか。

��本市では苦情が発生した場合、原因を究明し対策を
講じ問題解決に努めます。

��このような報道がきっかけに誹謗中傷事件が発生
した場合どのように対処しますか。

��この内容は長野市の仮定事例です。宇陀市はご質問
の内容にお答えする立場にございません。

��多くの意見、全国から３００件以上の意見が寄せら
れたが、宇陀市ではどのような対応を行いますか。

��長野市に寄せられた多くの意見の内容数値の信憑
性について、宇陀市はお答えする立場にございませ
ん。

��たった１世帯という言葉が一人歩きしている状況
を危惧しているというが、確実にわかる氏名の公表
は宇陀市ではどのようになりますか。

��確実にわかる個人の氏名の公表は致しませんが、公
の職についている方は別です。

��多くの意見があった上でとあるが宇陀市ではどの
ようにとらえられるか。

��長野市に寄せられた多くの意見の内容はわかりま
せん。宇陀市は少数、多数に関係なく対応していま
す。

 その他の設問
市長が考えるＳＤＧｓについて
政治倫理審査会に諮問した内容と事実・信憑性に
ついて
移動診療車は近鉄ガード下を本当に通過できるの
か
移動診療車は要望があれば対応されるのか
正確な情報を漏れなく市民に届けられるのか
市長が発信する情報は精査した正確な情報になる
のか

092023.5.1



当初予算案と
市長公約の実行・成果について

��編成段階での予算査定の判断基準のポ
イントについて

�国の動向（骨太の方針、各省庁の予算
編成案、地方財政計画等）をしっかりと掴むこと。ま
た、本市の財政状況と見通しを掴んだ上、国県の補助
金等の財源確保ができるかが大きな要因の一つです。

��県の重症警報から脱却したものの依然として厳しさは
変わらない状況にあるが、健全財政に持っていくには？

��基金の状況や財政力指数をみれば厳しい状況です。行
政改革と必要な投資のバランスを取りながら運営に
努めます。

��市長公約の実行、成果について

��地元企業の育成・支援として中小企業資金融資保証
事業３５件、新型感染症緊急対策支援事業２７件、空
き店舗施設改修等事業７件、販路拡大等支援事業３０
件、事業者向け補助金等申請支援事業２件、原油価格
高騰緊急経済対策事業１０８件。また、キャッシュレ
ス決済事業、プレミアム八っぴー商品券事業では令和

２年から３年間で１２億円以上の消費喚起がありま
した。雇用創出としては、市内１０企業の参加による
合同説明会を開催し、４名の採用が決定しました。
経済活性化に向けた新しい土地利用計画については、
市街化調整区域の地区計画の策定に向けて検討中で
す。策定時期については、来年に一地域において進め
たいと思います。
県市連携のまちづくりについては、基本計画が策定さ
れ、今後は個別事業について進めていきます。タイム
テーブルについては県と市のホームページに詳しく
掲載されています。

組織の改編と人材配置について

��狙いについて

��横断的な体制を総括する政策推進部の設置は、部局間
調整機能をさらに強化する為に改編、見直しを図った
もの。ミッションを明確にし、職員がスピード感をもっ
て動きやすいようにしていくとともに限られた人数で
パフォーマンスしようとした時、連携して縦割り行政
を打破していきます。成果も上がりやすいと思います。

 その他の質問
副市長の２年間の総括として、外交対応の成果や今後
の課題について

宇陀市の少子化対策、
子育て対策について

��日本全体が極めて厳しい人口減少と
少子化を迎える今日的課題の状況の
分析と認識を示されたい。

��令和４年中に全国で生まれた赤ちゃんの数は、統計
開始以来初の８０万人割れとなりました。少子化の
原因として「未婚化の進展」「晩婚化の進展」「仕事と
子育てを両立できる環境整備の遅れ」「結婚・出産
に対する価値観の変化」「子育てに対する負担感の
増大」「若者の経済的不安定」などが考えられます。

��国は、少子化や子育て対策にこれまでにない異次元
の取り組みを行うと明言されていますが、その情報
はつかんでいますか。

��国においては「最も有効な未来への投資」として、具
体的な骨格を３月末めどにまとめるとされ、「育児
休業給付の拡充」「若い世代の所得増」「すべての子
育て世代への切れ目ない支援」などが打ち出されて
いますが、現段階では具体案なるものは示されてい
ません。

��宇陀市の最近の数値による、少子化の状況および基
本姿勢について示されたい。

��直近５年を単純に比較すれば、平成２８年人口では
３２，４５１人が、令和３年には２８，７０３人（▲
３，７４８人）出生数は１４６人から８１人になり、
人口・出生数ともに減少しています。また取り組み
の基本姿勢ですが、各自治体間の制度や、給付競争
などに振り回されず、地域に定着した安心して子ど
もを産み、育てられる環境づくりが求められている
と考えます。また、「まち・ひと・しごと」を柱とし
た宇陀市総合計画に基づき、若者が地域に定着する
施策実現もあわせて取り組んでいきます。

��少子化の緊迫した状況や、国が本腰を入れることと
なった時期を捉え、「子ども・子育て会議」をさらに
機能強化し活発な議論と有効な施策の実現が必要
だと考えますが。

��市内の子育て世代へのアンケート調査を行うとと
もに、ニーズを反映した施策の検討や、２０名から
なる委員の貴重な意見を聴き「子ども子育て支援
法」の理念にこれからの時代に即した施策実現がで
きるよう努めてまいります。

多田 與四朗
議員

菊岡 千秋
議員
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令和５年第１回定例会 議 案 と 結 果
付託先略称
即決：本会議即決
総務：総務産業常任委員会
福祉：福祉文教常任委員会
予算：予算審査特別委員会

日 月 火 水 木 金 土
6/1 2 3

本会議
（議案提案）

4 5 6 7 8 9 10

本会議 常　任 常　任
（議案質疑） 委員会 委員会

11 12 13 14 15 16 17

予　算
委員会

18 19 20 21 22 23 24

本会議 本会議 本会議
（一般質問）（一般質問） （討論・採決）

25 26 27 28 29 30

10：00開会（日程・時間等変更の場合があります）

次回６ 月定例会

令和５年第１回定例会は、ワールド・
ベースボール・クラシック大会での
侍ジャパンの活躍が伝えられた中で
開催され、多くの感激と感動が伝えら
れた開催でした。そんな中での令和５
年度当初予算が提案され、「オール宇

陀で未来を拓く元気予算・誇れるま
ちを次世代に伝える」として編成され
ました。市長も議会も任期最後の年の
予算です。市民の皆さまが期待と感動
を感じられる施策が展開できるよう
議員一丸となってまいります。

編 集 委 員 　上田　德

全会一致の議案等
付託先 件　名 結 果

即決 専決処分の承認を求めることについて（宇陀市榛原
駅前交流施設条例の一部改正について） 原案可決

即決 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度
宇陀市一般会計補正予算（第７号）について） 原案可決

即決
専決処分の報告について（令和４年１１月８日に発
生した事故に係る損害賠償の額を定め和解するこ
とについて：生涯学習課関係）

原案可決

福祉 宇陀市子ども・子育て会議条例の一部改正について 原案可決

福祉 宇陀市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正について 原案可決

福祉 宇陀市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部改正について 原案可決

福祉
宇陀市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例の一部改正に
ついて

原案可決

福祉 宇陀市国民健康保険条例の一部改正について 原案可決
総務 宇陀市道路占用料に関する条例の一部改正について 原案可決

福祉 宇陀市介護老人保健施設事業の管理者の給与等に
関する条例の一部改正について 原案可決

予算 令和４年度宇陀市一般会計補正予算（第８号）につ
いて 原案可決

予算 令和４年度宇陀市住宅新築資金等貸付事業特別会
計補正予算（第２号）について 原案可決

予算 令和４年度宇陀市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第３号）について 原案可決

予算 令和４年度宇陀市後期高齢者医療事業特別会計補
正予算（第１号）について 原案可決

予算 令和４年度宇陀市立病院事業特別会計補正予算（第
４号）について 原案可決

予算 令和４年度宇陀市介護老人保健施設事業特別会計
補正予算（第２号）について 原案可決

予算 令和５年度宇陀市一般会計予算について 原案可決

付託先 件　名 結 果

予算 令和５年度宇陀市住宅新築資金等貸付事業特別会
計予算について 原案可決

予算 令和５年度宇陀市営霊苑事業特別会計予算について 原案可決

予算 令和５年度宇陀市国民健康保険事業特別会計予算
について 原案可決

予算 令和５年度宇陀市介護保険事業特別会計予算につ
いて 原案可決

予算 令和５年度宇陀市後期高齢者医療事業特別会計予
算について 原案可決

予算 令和５年度宇陀市下水道事業特別会計予算につい
て 原案可決

予算 令和５年度宇陀市保養センター事業特別会計予算
について 原案可決

予算 令和５年度宇陀市立病院事業特別会計予算について 原案可決

予算 令和５年度宇陀市介護老人保健施設事業特別会計
予算について 原案可決

予算 令和５年度宇陀市水道事業特別会計予算について 原案可決

総務 奈良県広域水道企業団設立準備協議会の設置に関
する協議に関し議決を求めることについて 原案可決

即決 宇陀市教育委員会委員の任命同意について（令和５
年３月２８日任期満了に伴うもの） 原案可決

即決 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて（令和５年６月３０日任期満了に伴うもの） 原案可決

即決 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて（令和５年６月３０日任期満了に伴うもの） 原案可決

即決 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて（令和５年６月３０日任期満了に伴うもの） 原案可決

即決 令和４年度宇陀市一般会計補正予算（第９号）につ
いて 原案可決

即決 宇陀市議会の個人情報の保護に関する条例の制定
について 原案可決
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宇陀市議会議員定数条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ 原案
可決

「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」改正を求める
意見書（案）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案

可決

廣澤孝英議員に対する議員辞職勧告決議（案）について ○ ○ ○ ○ ▲ ○ × × × × ○ ○ × 原案
可決
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